
『
木
村
と
し
あ
き
の｢

女

性
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

』

が

日
、
札
幌
市
内
で
開

20
催
さ
れ
、
二
百
五
十
名
の

参
加
者
を
前
に
木
村
さ
ん

は
、
地
域
づ
く
り
に
活
躍

す
る
女
性
た
ち
に
つ
い
て

熱
く
語
り
ま
し
た
。

庄
司
俊
雄
さ
ん

に｢

ケ
モ
ノ
道｣

を

179作
り
元
気
な
北
海
道

前
段
の
基
調
講
演

で
は
、
中
小
企
業
診

断
士
の
庄
司
俊
雄
さ

ん
が
「
厳
し
い
環
境

で
勝
ち
残
る
経
営
」

と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。
庄
司
さ
ん
は

「
大
量
生
産
、
大
量

宣
伝
、
大
量
消
費
な

ど
、
行
き
す
ぎ
た
日

本
の
振
り
子
は
必
ず

戻
っ
て
く
る
」
と
今
後
の

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
あ
た
っ

て
の
切
り
口
の
ヒ
ン
ト
を

示
唆
す
る
と
共
に
、
「
働

く
女
性
が
増
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
お
金
の
や
り
繰
り

よ
り
も
時
間
の
や
り
繰
り

が
課
題
と
な
る
」
、
ま
た

｢

高
齢
時
代
で
元
気
な
高

齢
者
を
ど
う
活
用
す
る
の

か
大
事
だ
」
と
し
て
、｢

北

海
道
と
地
方
自
治
体
と
ビ

ジ
ネ
ス
が
、
時
間
の
や
り

繰
り
を
必
要
と
し
て
い
る

人
と
元
気
な
高
齢
者
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
が
大

事
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
「
や
る
こ
と

が
大
事
だ
」
と
し
て
、｢

ケ

モ
ノ
道｣

を
例
に
あ
げ
、

｢

ケ
モ
ノ
道
は
動
物
た
ち

が
水
や
食
を
求
め
て
つ
く

っ
た
も
の
。
木
村
さ
ん
は

１
７
９
の
各
地
で
ケ
モ
ノ

道
を
つ
く
り
、
元
気
を
創

り
出
す｣

と
木
村
と
し
あ

き
さ
ん
の
行
動
力
と
や
る

気
に
期
待
を
寄
せ
ま
し

た
。

木
村
と
し
あ
き

女
性
の
活
躍
は
活
性
化
、

地
域
作
り
に
欠
か
せ
な
い

木
村
と
し
あ
き
さ
ん
も

活
性
化
の
事
例
を
紹
介
し

な
が
ら
、｢

女
性
が
元
気

な
地
域
は
、
地
域
全
体
が

元
気
だ
。
女
性
の
活
躍
は

地
域
づ
く
り
に
は
欠
か
せ

な
い
。
活
躍
の
場
を
し
っ

か
り
支
援
し
た
い
」
と
考

え
を
述
べ
る
と
共
に
、
当

日
配
布
し
た
女
性
政
策
の

公
約
に
関
わ
り
、
子
育
て

や
女
性
の
起
業
、
就
労
な

ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
支
援

し
て
い
く
考
え
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

講
演
後
、
木
村
さ
ん
に

は
真
っ
赤
な
コ
サ
ー
ジ
ュ

が
支
持
者
の
方
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
激
励
い
た
だ

き
ま
し
た
。

徳
永
エ
リ
参
議

木
村
と
し
あ
き
さ
ん
が

北
海
道
を
変
え
る
！

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に

は
徳
永
エ
リ
参
議
院
議
員

か
ら
「
や
る
か
や
ら
な
い

か
が
大
事
。
今
ま
で
の
知

事
は
や
ら
な
さ
す
ぎ
。
北

海
道
は
豊
富
な
資
源
が
あ

る
の
に
道
民
の
暮
ら
し
は

良
く
な
ら
な
い
。
変
え
る

努
力
を
怠
っ
て
い
る
か
ら

だ
」
と
指
摘
し
、
「
北
海

道
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く

れ
る
人
は
木
村
さ
ん
だ
」

と
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。退

場
す
る
木
村
さ
ん
に

は
、
「
が
ん
ば
っ
て
」
と

声
も
か
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
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出陣式に「奇跡のリンゴ」の
木村秋則さんが駆けつけます

木村としあき「出陣式」で
応援に駆けつけてくださる木
村秋則(写真)さんは、苦難の
末、完全無農薬・無肥料の林
檎栽培を確立した青森県弘前
市のリンゴ農家。映画「降り
ていく生き方」のモデルにな
った方で、木村としあきと同
様、NHK テレビ「プロフェ
ッショナル 仕事の流儀」に
も登場しました。

最近では、重症の化学物質
過敏症の女性と、その命をつ
なぎとめた林檎の話がドキュ
メンタリー「いのちの林檎」
として上映され、話題となっ
ています。
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北海道１７９市町村のできる！を実現

◆
出
陣
式

日(

水)

時

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
札
幌(

中
央
区
北
２
西
１)

23

18

◆
第
一
声

日(

木)

８
時

分(

開
始
８
時

分
～

分
頃)

道
庁
東
門
前

24

30

40

45

(

中
央
区
北
３
西
５)

▲パワフルなお話で会場を
沸かせた庄司俊雄さん



「
道
政
・
市
政
を
語
る

勝
部
け
ん
じ
春
の
つ
ど

い
」
が

日
、
江
別
市
大

21

麻
の
「
え
ぽ
あ
ホ
ー
ル
」

で
開
か
れ
、

会
場

を
埋
め

た
約
三
百
五

十
人
の
支
持

者

を
前
に
、

木
村
と
し
あ

き
さ
ん
、
勝

部
道
議
、
三

好
江
別
市
長

そ
し
て
江
別

市
議
と
候
補

予
定
者
の
皆

さ
ん
が
勢
揃

い
し
ま
し
た
。

■
命
を
守
ら
な
い
今
の
道

政
に
は
任
せ
ら
れ
な
い

木
村
と
し
あ
き
さ
ん

は
、
挨
拶
の
冒
頭
、
東
北

関
東
大
震
災
に
よ
り
漁
業

を
中
心
と
す
る
道
内
被
害

の
大
き
さ
を
説
明
し
た
の

ち
、
「
北
海
道
が
元
気
に

な
り
、
東
北
、
関
東
の
皆

さ
ん
を
応
援
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

そ
し
て
、
北
海
道
知
事

選
へ
の
出
馬
を
決
意
し
た

理
由
と
し
て
、
こ
の
８
年

間
で
大
き
く
低
下
し
た
道

民
所
得
や
七
千
億
円
も
増

え
た
道
の
借
金
、
地
域
に

暮
ら
す
人
た
ち
の
命
が
守

ら
れ
な
い
道
の
医
療
政

策
、
地
域
を
置
き
去
り
に

し
た
支
庁
制
度
改
革
な
ど

を
あ
げ
、
今
の
道
政
に
は

任
せ
ら
れ
な
い
と
し
て
変

革
の
必
要
を
訴
え
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び

ま
し
た
。

■
疾
風
に(

し
っ
ぷ
う)

に

剄
草
（
け
い
そ
う
）
を

知
る

勝
部
道
議
会
議
員
は
、

臨
時
道
議
会
を
開
催
し
て

道
の
緊
急
災
害
対
策
を
強

化
す
る
こ
と
を
報
告
。
そ

し
て
、
「
疾
風
に
剄
草
を

知
る
」
（
激
し
い
風
が
吹

き
荒
れ
た
時
に
、
真
に
強

い
草
だ
け
が
生
き
残
る
の

が
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

苦
難
に
あ
っ
て
は
じ
め

て
、
そ
の
人
の
節
操
の
堅

さ
や
意
志
の
強
さ
が
わ
か

る
と
い
う
意
味
）
と
い
う

故
事
を
紹
介
し
、
日
本
の

国
民
・
道
民
が
力
を
合
わ

せ
て
試
練
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
木

村
さ
ん
と
と
も
に
北
海
道

を
元
気
に
し
、
被
災
し
た

皆
さ
ん
を
支
援
し
て
い
こ

う
と
訴
え
ま
し
た
。

本隊車と政連車が全道を駆け巡ります。激励をよろしくお願いいたします
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後援会の壁一面に

「応援メッセージ」

事務所開き以降、後援会の学生ボラン

ティアの皆さんを中心に展開してきた「桜

の花咲く！応援メッセージ」が８分咲き

を迎えました。道内各地から送られてき

たもの、イベント会場で寄せられたもの

など後援会の壁一面に貼り尽くされてい

ます。

これからが応援の本番。４月１０日の

投開票日には満開にさせようと張り切っ

ています。(写真はメッセージの一部です)

※この日程は３月２２日現在のものです。
急遽、変更になる場合がありますので
ご承知下さい。

本隊車日程

政連車日程

時間帯 地域 時間帯 地域
08:00～11:00 中央区 4月1日 金 08:00～20:00 上川
11:00～13:00 西区 08:00～12:20 留萌
13:00～15:00 南区 12:20～16:00 空知
15:00～16:00 厚別区 16:00～20:00 上川
16:00～20:00 石狩(北広島・恵庭・千歳) 08:00～10:00 厚別区
08:00～14:00 檜山 10:00～12:00 清田区
14:00～20:00 渡島 12:00～14:00 中央区
08:00～16:00 渡島 14:00～16:00 豊平区
16:00～20:00 西胆振 16:00～18:00 北区
08:00～09:00 中央区 18:00～20:00 手稲区
09:00～12:00 東区 4月4日 月 08:00～20:00 後志
12:00～14:00 北区 4月5日 火 08:00～20:00 胆振(室蘭・登別・白老・苫小牧・鵡川・安平)

14:00～16:00 西区 08:00～17:00 空知
16:00～18:00 手稲区 17:00～20:00 石狩(江別)
18:00～20:00 石狩(石狩・当別) 08:00～10:00 南区
08:00～13:00 日高 10:00～12:00 西区
13:00～20:00 十勝 12:00～14:00 中央区
08:00～12:00 十勝 14:00～16:00 北区
12:00～20:00 釧根 16:00～18:00 白石区
08:00～14:00 釧根 18:00～20:00 豊平区
14:00～20:00 網走 08:00～10:00 手稲区
08:00～13:20 網走 10:00～12:00 北区
13:20～19:00 宗谷 12:00～14:00 東区
19:00～20:00 上川 14:00～16:00 白石区

16:00～17:00 清田区
17:00～20:00 厚別区
08:00～10:00 白石区
10:00～12:00 東区
12:00～14:00 豊平区
14:00～16:00 清田区
16:00～18:00 南区
18:00～20:00 中央区

木

火

水

木村としあき本隊車　ブロック別遊説日程

3月31日

3月30日

3月29日

3月28日

3月27日

3月26日

3月25日 金

土

日

月

曜日 曜日

木3月24日

4月9日

土

日

水

木

金

土

4月2日

4月3日

4月6日

4月8日

4月7日

時間帯 地域 時間帯 地域
08:00～12:00 中央区・北区 08:00～15:00 東胆振
12:00～15:00 東区 15:00～20:00 石狩(千歳・恵庭・北広島)

15:00～18:00 白石区 08:00～10:00 厚別区
18:00～20:00 豊平区 10:00～11:00 白石区
08:00～09:00 石狩(江別) 11:00～12:00 清田区
09:00～20:00 空知 12:00～13:00 豊平区

3月26日 土 08:00～20:00 上川 13:00～15:00 南区
08:00～13:00 上川 15:00～17:00 西区
13:00～20:00 宗谷 17:00～20:00 手稲区
08:00～13:00 留萌 08:00～11:00 石狩(石狩)
13:00～16:00 石狩 11:00～15:00 札幌
16:00～20:00 後志 15:00～20:00 日高
08:00～15:00 後志 4月4日 月 08:00～20:00 十勝
15:00～20:00 檜山 4月5日 火 08:00～20:00 釧根

3月30日 水 08:00～20:00 渡島 08:00～13:00 釧根
08:00～13:00 渡島 13:00～20:00 網走
13:00～20:00 西胆振 08:00～15:00 網走

15:00～20:00 上川
08:00～12:00 空知
12:00～14:00 石狩(江別)
14:00～16:00 厚別区
16:00～18:00 豊平区
18:00～20:00 清田区
08:00～10:00 南区
10:00～12:00 西区
12:00～14:00 東区
14:00～17:00 北区
17:00～20:00 中央区

確認団体「北海道を動かす会」政連車ブロック別遊説日程

金

曜日 曜日

日

土

金

木

水

日

土

4月8日

4月9日

木

火3月29日

3月31日

4月1日

4月2日

4月3日

4月6日

4月7日

木

金

月

3月24日

3月25日

3月27日

3月28日




